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安城市下水道事業 

 

  



下水道事業の実施状況（令和２年度下半期） 

 

１ 事業の概況 

（１）下水道整備 

衛生的な生活環境と河川等の水質保全を図るため、計画的に下水道の整備を

進めました。 

 令和２年度実施地区…尾崎、平貴、箕輪福釜、和泉中、南明治区画及び桜井区画 

 

【下水道の整備状況】 （令和２年度末） 

供用面積 行政人口 供用区域内人口 普及率 接続人口 接続率

2,452ha 189,877人 155,029人 81.6% 141,956人 91.6%
 

※普及率…供用区域内人口／行政人口   接続率…接続人口／供用区域内人口 

 

（２）耐震化 

大規模地震の発生に備え、重要な幹線におけるマンホール及び広美中継ポン

プ場の耐震補強工事を実施しました。 

 令和２年度実施地区…南町（マンホール耐震補強工事）、安城町（広美中継ポン

プ場耐震補強工事） 

 

【耐震化の実施状況】 （令和２年度末） 

管きょ

耐震補強 浮上防止 耐震補強 浮上防止＋耐震補強

延長725ｍ 32か所 ３か所 ５か所

マンホール

 
 

（３）下水道接続                        （各年度末） 

令和２年度 令和元年度 増減 前年比

接続戸数 61,830戸 60,637戸 1,193戸 101.97%

有収水量 15,226,314㎥ 14,796,336㎥ 429,978㎥ 102.91%
 

  



２ 経理の状況 

（１）収益的収入及び支出          （令和２年度末）（千円：税込） 

上半期 下半期 計

事業収益 3,111,620 1,491,753 1,574,496 3,066,249 98.54%

営業収益 1,666,845 863,863 807,371 1,671,234 100.26%

営業外収益 1,397,935 581,050 766,914 1,347,964 96.43%

特別利益 46,840 46,840 211 47,051 100.45%

事業費用 3,019,224 625,707 2,355,519 2,981,226 98.74%

営業費用 2,703,119 462,459 2,203,533 2,665,992 98.63%

営業外費用 314,895 162,802 151,980 314,782 99.96%

特別損失 1,110 446 6 452 40.72%

予備費 100 0 0 0 0.00%

執行率
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入

支
出

予算額
執行額

科目

 
 

（２）資本的収入及び支出          （令和２年度末）（千円：税込） 

上半期 下半期 計

資本的収入 1,801,375 583,100 1,138,458 1,721,558 95.57%

企業債 609,600 0 607,200 607,200 99.61%

一般会計出資金 728,323 570,000 85,000 655,000 89.93%

工事負担金 8,480 0 9,884 9,884 116.56%

受益者負担金 103,522 13,100 91,094 104,194 100.65%

国県支出金 351,450 0 345,280 345,280 98.24%

資本的支出 3,083,811 1,162,076 1,824,006 2,986,082 96.83%

建設改良費 1,616,957 434,082 1,085,147 1,519,229 93.96%

企業債償還金 1,466,854 727,994 738,859 1,466,853 100.00%

支
出

科目 予算額
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令和３年度予算の概要及び事業の経営方針 

 

１ 令和３年度予算の概要 

（１）業務の予定量 

管きょ整備工事費 流域下水道建設費負担金

145,000人 15,790,000㎥ 43,300㎥ 991,971千円 69,711千円

接続人口 年間総処理水量
１日平均
処理水量

主要な建設改良事業

 
 

（２）収益的収入及び支出         （各年度当初予算）（千円：税込） 

令和３年度 令和２年度 増減 前年比

事業収益 3,188,000 3,183,000 5,000 100.16%

営業収益 1,686,400 1,667,982 18,418 101.10%

営業外収益 1,501,597 1,470,015 31,582 102.15%

特別利益 3 45,003 -45,000 0.01%

事業費用 3,103,000 3,127,000 -24,000 99.23%

営業費用 2,816,577 2,801,028 15,549 100.56%

営業外費用 285,413 324,962 -39,549 87.83%

特別損失 910 910 0 100.00%

予備費 100 100 0 100.00%

収
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（３）資本的収入及び支出         （各年度当初予算）（千円：税込） 

令和３年度 令和２年度 増減 前年比

資本的収入 1,663,000 1,918,000 -255,000 86.70%

企業債 571,300 702,100 -130,800 81.37%

一般会計出資金 621,731 772,598 -150,867 80.47%

工事負担金 6,780 2,880 3,900 235.42%

受益者負担金 69,189 80,122 -10,933 86.35%

国県支出金 394,000 360,300 33,700 109.35%

資本的支出 2,954,000 3,236,000 -282,000 91.29%

建設改良費 1,546,528 1,769,146 -222,618 87.42%

企業債償還金 1,407,472 1,466,854 -59,382 95.95%

収
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２ 事業の経営方針 

  近年の下水道事業を取り巻く環境は厳しく、施設の老朽化に伴う更新や耐震化

に多額の費用が必要となる一方、将来的には、人口の減少や節水意識の向上など

により使用料収入の大幅な伸びは見込めない状況にあります。そのため、経営状

況を分析し、下水道事業の効率化及び合理化を図ることで、将来にわたって持続

可能な下水道事業の経営を目指します。 

 


